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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第４部門第１区分
【発行日】平成26年9月11日(2014.9.11)

【公開番号】特開2013-49960(P2013-49960A)
【公開日】平成25年3月14日(2013.3.14)
【年通号数】公開・登録公報2013-013
【出願番号】特願2011-187221(P2011-187221)
【国際特許分類】
   Ｅ０４Ｂ   2/74     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｅ０４Ｂ   2/74    ５３１Ｆ
   Ｅ０４Ｂ   2/74    ５６１Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月30日(2014.7.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３】
　請求項２において、前記屈曲部は、く字状に折曲形成されていることを特徴とする角型
下地材の固定金具。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４】
　請求項２又は３の何れかにおいて、前記挿入支持部は、前記基面片と角型下地材の下側
内周面との間、および前記支持片と角型下地材の内周面との間に形成されるスペースを介
して、支持片の弾発力で揺動可能に挿入されていることを特徴とする角型下地材の固定金
具。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　請求項２乃至４の何れかにおいて、前記スタッドは、前記角型下地材と同部材で形成さ
れていることを特徴とする角型下地材の固定金具。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項６】
　請求項２乃至５の何れかにおいて、前記まぐさ部の壁下地は、前記スタッド間に横架さ
れた角型下地材の上面に対して、さらに角型下地材を前記固定金具を用いて複数立設させ
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て構成されていることを特徴とする角型下地材の固定金具。
【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項７】
　請求項２乃至６の何れかにおいて、前記点検口の天井・壁下地は、その両端部に挿入さ
れた前記固定金具の固定片を外側に背反して配置させ、前記角型下地材を、前記スタッド
間に上下に所定間隔を存して横架させて構成されていることを特徴とする角型下地材の固
定金具。
【手続補正６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項８】
　請求項２乃至７の何れかにおいて、前記固定金具は、一枚の板部材を曲げ加工して形成
されることを特徴とする角型下地材の固定金具。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　屈曲部２２３の屈曲域は、角型下地材１３の内周（内壁）上端から切断小口の１／２よ
りも広い屈曲幅（略３／５の幅）をもって形成されており、立上り片２２２が２／５幅程
度に設定されている。なお、屈曲部２２３をく字状に折曲したが、湾曲状等任意の形状で
あっても良いことは勿論である。また、この屈曲部２２３は、その両端部で両支持片の２
１２内側への倒れ込みを規制し、かつ、地震等によりスタッド１２が揺れた際に、その振
動を弾性的に受け止め吸収して、直接角型下地材１３に伝達しまうことを防止する機能を
有しており、挿入支持部２１の支持機能を維持できるようになっている。
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